
自

（46.8％）

源

財

存

依

（53.2％）

源

財

主

改修予定の河原住宅１・２号棟

令和２年度

予算成立

村税
14億2,534万円
32.9%

繰入金
6億8,790万円
15.9%

使用料及び手数料など
1億9,167万円　4.4%

国庫支出金
6億1,599万円
14.2%

地方交付税
5億5,600万円
12.8%

村債（借入金）
3億4,190万円
7.9%

県支出金
2億2,778万円
5.2%

地方譲与税など
2億9,342万円　6.7%

727,700円
（前年度 746,618円）

村民１人あたり
R2.2.29 現在 5,964人

歳入
43億4,000万円

1億6,400万円基幹道路の整備に
市街化に向けて衡下地区海老沢の

◆　主な実施事業　◆

村営住宅長寿命化事業……………2億1,752万円

万葉クリエートパーク公園長寿命化事業 
……………1,840万円

五反田運動広場整備事業……………2,386万円

子どもの心のケアハウス事業 ………1,800万円

大衡小学校プール改修事業…………1,500万円

全会一致で可決

土木費
9億1,186万円
21.0%

民生費
9億8,790万円
22.9%

総務費
6億5,514万円
15.1%

教育費
4億4,944万円
10.4%

公債費
3億4,475万円
7.9%

衛生費
4億1,325万円
9.5%

農林水産業費
1億2,743万円
2.9%

商工費
1億1,200万円　2.6%

消防費など
2億5,083万円　5.7%

議会費　8,740万円　2.0%

歳出
43億4,000万円

（３） おおひら議会だより 第184号（令和２年４月30日）

民間宅地開発が計画される海老沢線周辺

３月定例会

予　算　額会　計　別 前 年 度 比

特
別
会
計

 5億2,600万円

 2億5,750万円

 6億4,920万円

3,970万円

5,300万円

 2億4,013万円

1,910万円

1,520万円

3,920万円

△160万円

240万円

△1,229万円水道事業（収益的収入及び支出）

◎各種会計予算

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
12
日
ま
で
の

９
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
条
例
制
定
４
件
、
条
例
改
正
２
件
、
村

道
路
線
の
認
定
１
件
、
総
合
計
画
の
策
定
１
件
、
辺
地
計
画
の

変
更
１
件
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
７
件
、
令
和
２
年
度
各
種

会
計
当
初
予
算
７
件
の
全
23
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
　

　
一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
14
Ｐ
か
ら
19

Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

1億6,400万円基幹道路の整備に
市街化に向けて衡下地区海老沢の

一般会計予算
43億4,000万円
（前年度より1.3億円減）

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢 者 医 療

おおひら議会だより （２）第184号（令和２年４月30日）



議会での現地調査

尚絅学院大学との締結式

―

　
五
反
田
運
動
広
場
整
備
事
業

の
内
容
は
。

―

　
令
和
２
〜
３
年
度
の
２
か
年

で
の
整
備
計
画
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
樹
木
の
伐
採
と
外
溝
、

周
辺
の
側
溝
排
水
工
事
を
予
定
し

て
い
る
。

―

　
周
辺
の
排
水
対
策
も
計
画
さ

れ
る
の
か
。

―

　
北
住
宅
２
号
棟
前
や
商
工
会

前
の
冠
水
対
策
と
し
て
、
排
水
施

設
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

―

　
災
害
対
策
用
と
し
て
準
備
す

る
物
品
の
内
容
は
。

―

　
各
地
区
集
会
所
に
、
段
ボ
ー

ル
製
仕
切
り
７
セ
ッ
ト
、
雨
合
羽

20
着
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換

を
配
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

―

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク

や
消
毒
液
等
も
準
備
し
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

―

　
災
害
対
策
は
自
然
災
害
だ
け

で
な
く
、
感
染
症
対
策
も
考
慮
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
今
後
は
事
前
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

―

　
事
業
の
目
的
は
。

―

　
40
歳
未
満
の
若
者
世
代
の
定

住
促
進
と
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ

る
三
世
代
同
居
へ
の
支
援
で
あ
る
。

―

　
こ
の
事
業
の
補
助
金
の
額
は
。

―

　
定
住
補
助
金
制
度
の
見
直
し

で
、
若
者
世
帯
定
住
補
助
金
、
三

世
代
同
居
補
助
金
、
最
大
１
５
０

万
円
で
あ
る
。

―

　
ど
の
よ
う
な
自
動
ド
ア
に
改

修
し
、
時
期
は
い
つ
頃
か
。

―

　
二
重
ド
ア
の
両
方
を
折
り
戸

に
す
る
工
法
で
あ
る
。

　
一
か
月
ほ
ど
の
工
期
で
、
住
民

の
皆
様
に
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
、

工
期
の
短
縮
で
進
め
て
い
く
。

―
　
尚
絅
学
院
大
学
と
包
括
協
定

を
締
結
し
た
が
、
地
場
産
品
奨
励

事
業
の
内
容
は
。

―

　
学
生
の
ア
イ
デ
ア
等
を
取
り

入
れ
、
大
学
祭
な
ど
で
地
場
産
品

の
出
店
や
大
衡
村
の
各
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
村
の
Ｐ

Ｒ
を
図
っ
て
い
く
。

―

　
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
は
ど

の
よ
う
に
策
定
す
る
の
か
。

―

　
施
設
全
体
の
こ
れ
ま
で
の
修

繕
実
績
と
今
後
の
耐
用
年
数
か
ら

判
断
し
て
策
定
す
る
。

―

　
約
25
億
円
の
施
設
維
持
管
理

基
金
の
運
用
で
維
持
し
て
い
け
る

の
か
。

　
ま
た
更
新
に
は
多
額
の
経
費
が

懸
念
さ
れ
る
が
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

―

　
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
基

金
運
用
益
で
の
施
設
維
持
は
困
難

に
な
っ
て
い
る
。

　
計
画
策
定
に
よ
り
修
繕
経
費
も

増
え
る
が
、
全
面
更
新
に
つ
い
て

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

われるのか予算は何に使

地
場
産
品
奨
励
事
業

平
林
会
館
２
階
入
り
口

問答問

答

答 問

答 問

予算

質疑

上
北
沢
排
水
処
理
場

（５） おおひら議会だより 第184号（令和２年４月30日）

整備される五反田運動広場

赤間しづ江委員長

―

　
五
反
田
運
動
広
場
整
備
事
業

の
内
容
は
。

―

　
令
和
２
〜
３
年
度
の
２
か
年

で
の
整
備
計
画
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
樹
木
の
伐
採
と
外
溝
、

周
辺
の
側
溝
排
水
工
事
を
予
定
し

て
い
る
。

―

　
周
辺
の
排
水
対
策
も
計
画
さ

れ
る
の
か
。

―

　
北
住
宅
２
号
棟
前
や
商
工
会

前
の
冠
水
対
策
と
し
て
、
排
水
施

設
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

―

　
災
害
対
策
用
と
し
て
準
備
す

る
物
品
の
内
容
は
。

―

　
各
地
区
集
会
所
に
、
段
ボ
ー

ル
製
仕
切
り
７
セ
ッ
ト
、
雨
合
羽

20
着
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換

を
配
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

―

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク

や
消
毒
液
等
も
準
備
し
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

―

　
災
害
対
策
は
自
然
災
害
だ
け

で
な
く
、
感
染
症
対
策
も
考
慮
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
今
後
は
事
前
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

―

　
事
業
の
目
的
は
。

―

　
40
歳
未
満
の
若
者
世
代
の
定

住
促
進
と
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ

る
三
世
代
同
居
へ
の
支
援
で
あ
る
。

―

　
こ
の
事
業
の
補
助
金
の
額
は
。

―

　
定
住
補
助
金
制
度
の
見
直
し

で
、
若
者
世
帯
定
住
補
助
金
、
三

世
代
同
居
補
助
金
、
最
大
１
５
０

万
円
で
あ
る
。

予 算 審 査
特別委員会

主 　 な 　 質 　 疑

　令和２年度各種会計の予算を審査するため、予
算審査特別委員会（委員長 赤間しづ江・副委員
長 遠藤昌一）が５日間にわたり開かれました。
　特別委員会では課長などに質疑を行い、慎重審
議した結果「可決すべき」と決定し、３月12日の
本会議で議長に報告しました。

われるのか予算は何に使

問

答 問答 問

答

問答問答

答 問

定
住
促
進
費

五
反
田
運
動
広
場
整
備

災
害
対
策

おおひら議会だより （４）第184号（令和２年４月30日）



　
　
村
内
に
本
社
を
置
く
企
業
が

生
産
す
る
自
動
車
を
対
象
に
「
地

産
地
消
」
と
し
て
購
入
者
に
補
助

金
制
度
を
計
画
し
て
い
る
が
、
住

民
に
と
っ
て
公
平
・
平
等
で
は
な

い
。

　
　
本
村
の
産
業
振
興
を
図
る
観

点
か
ら
村
内
企
業
の
生
産
車
両
を

対
象
と
し
た
。
補
助
の
種
別
や
金

額
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
す
る
。

　
　
国
で
は
65
歳
以
上
の
運
転
者

を
対
象
に
し
た
安
全
運
転
装
置
車

両
へ
の
「
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
」
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
に
村
で
上

乗
せ
補
助
す
る
制
度
に
す
る
方
が
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
等
か
ら

も
有
意
義
で
は
な
い
か
。

　
　
安
全
運
転
装
置
は
今
の
と
こ

ろ
全
車
両
が
標
準
装
備
と
は
な
っ

て
い
な
い
。
財
源
の
関
係
も
あ
る

が
、
年
度
途
中
で
も
補
助
で
き
る

か
検
討
し
た
い
。

　
　
村
誌
編
さ
ん
事
務
に
着
手
し

２
年
が
経
過
し
た
。
明
確
で
な
か

っ
た
村
誌
編
さ
ん
の
基
本
方
針
と

編
さ
ん
対
象
事
業
が
示
さ
れ
た
が
、

基
本
方
針
は
村
誌
編
纂
室
を
設
置

し
た
当
初
に
策
定
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
編
さ
ん
対
象
と
す
る
１

１
９
事
業
の
選
択
は
各
課
と
共
に

進
め
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
昨
年
９
月
に
策
定
し
た
基
本

方
針
は
、
事
業
開
始
当
初
に
策
定

す
べ
き
で
あ
り
、
策
定
ま
で
長
引

い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す

る
。

　
事
業
の
選
択
に
つ
い
て
も
、
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
課
長
会
議
等
で
協

議
す
る
な
ど
各
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
る
。

小
　川
　ひ
ろ
み

佐
々
木
　春
　樹

更に

詳しく

答 問答 問

答 問

総括質疑
２名の委員が登壇

村
誌
編
さ
ん
事
務
の

あ
り
方
に
疑
問

自
動
車
購
入
補
助
金

制
度
の
再
検
討
を

一般

会計
全会一致で可決
特別会計６会計も可決すべきと決定

　
令
和
２
年
度
予
算
は
、経
常
的
支
出
が
大
き
く
、

全
体
の
71
・
４
％
を
占
め
て
い
る
中
で
、
現
行
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
新
事
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
自
主
財
源
が
53
・
２
％
で
依
存
財
源
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　
予
算
審
査
の
議
論
で
は
、
議
会
か
ら
の
提
案
を

取
り
入
れ
進
め
る
姿
勢
も
示
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、

賛
成
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
総
額
43
億

４
０
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
と
対

比
し
て
１
億
３
０
０
０
万
円
の
減
と
な
る
予
算
編

成
で
あ
る
。

　
公
共
施
設
・
建
築
物
の
老
朽
化
、
社
会
保
障
経

費
に
か
か
る
扶
助
費
の
増
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
優
先
順
位
を
的
確
に
し
、
住
民
の
皆
様
の
お
声

に
寄
り
添
っ
た
施
策
と
尚
絅
学
院
大
学
と
の
連
携

が
様
々
な
分
野
で
の
開
発
・
推
進
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
、
予
算
に
賛
成
す
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
を
評
価

尚
絅
学
院
大
学
と
の
連
携
に
期
待

一般会計委員会採決

佐
野

　英
俊

石
川

　
　敏

委
員
会
で
の
賛
成

本
会
議
で
の
賛
成

（７） おおひら議会だより 第184号（令和２年４月30日）

ネーミングライツ制度による看板

五反田北住宅１号棟

―

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
募
集

方
法
、
審
査
に
あ
た
っ
て
の
基
準

は
。

―

　
令
和
元
年
度
か
ら
４
つ
の
施

設
に
つ
い
て
募
集
を
し
た
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
だ
け
に
応
募

が
あ
り
、
富
谷
市
の
株
式
会
社
Ｓ

Ａ
Ｔ
Ｏ
開
発
で
、
会
社
の
経
営
状

況
を
総
合
的
に
判
断
し
た
。
３
年

契
約
で
１
年
あ
た
り
33
万
円
で
あ

る
。

―

　
校
舎
３
階
教
室
の
一
部
に
数

年
前
か
ら
の
雨
漏
り
が
見
受
け
ら

れ
た
。
学
校
施
設
の
管
理
が
行
き

届
い
て
い
る
の
か
。

―

　
学
校
の
管
理
は
校
長
の
責
任

で
行
っ
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
も
各
教
育
施
設

を
巡
回
し
、
確
認
し
て
い
き
た
い
。

―

　
村
木
で
も
あ
る
「
と
き
わ
の

松
」
の
支
柱
が
全
部
腐
食
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
交
換
し
た
の
か
。

―

　
現
状
を
確
認
し
、
す
で
に
支

柱
を
全
部
交
換
し
た
。

―

　
現
段
階
で
の
利
用
料
は
増
え

て
い
る
が
、
水
道
会
計
上
の
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
。

―

　
人
口
が
減
少
し
使
用
料
も
減

っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
加
え
て

施
設
の
老
朽
化
対
策
を
考
え
る
と
、

厳
し
い
状
況
に
な
る
と
思
う
。

―

　
将
来
負
担
に
備
え
て
ど
の
よ

う
な
考
え
方
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

―

　
施
設
の
修
繕
は
、
基
本
的
に

料
金
収
入
で
賄
う
の
が
原
則
で
あ

る
が
、
今
後
は
計
画
を
立
て
、
起

債
も
活
用
し
て
い
く
よ
う
に
な
る

と
認
識
し
て
い
る
。

―

　
村
営
住
宅
移
転
促
進
の
内
容

は
。

―

　
五
反
田
北
住
宅
１
号
棟
の
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
建
て
か
え

と
い
う
判
断
も
あ
っ
た
が
、
大
規

模
改
修
は
し
な
い
で
転
居
を
お
願

い
し
た
い
。

―

　
五
反
田
北
住
宅
１
号
棟
か
ら

村
営
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅
に
移

転
し
た
場
合
の
家
賃
は
。

―

　
５
年
間
に
分
け
て
段
階
的
に

家
賃
が
上
が
る
よ
う
に
す
る
。

　
転
居
費
用
は
、
１
軒
あ
た
り
15

万
円
を
支
給
し
た
い
。

―

　
パ
ソ
コ
ン
機
器
や
体
育
用
備

品
を
平
成
30
年
度
に
更
新
し
て
い

る
が
、
旧
物
品
類
は
そ
の
ま
ま
保

管
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
廃
棄
処

分
は
し
た
の
か
。

―

　
古
い
物
品
類
は
旧
幼
稚
園
舎

に
一
時
保
管
し
て
い
る
。
今
後
、

心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
図
書
室
、
学

習
室
で
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
と

考
え
て
い
る
。

―

　
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数
と

指
導
者
数
は
。

―

　
不
登
校
相
当
と
休
み
が
ち
な

児
童
生
徒
は
、
小
学
校
26
人
、
中

学
校
14
人
で
あ
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
サ
ポ

ー
タ
ー
を
各
々
１
人
配
置
す
る
。

―

　
旧
幼
稚
園
舎
の
改
修
費
を
含

む
開
設
事
業
費
と
財
源
は
。

―

　
総
額
約
３
１
０
０
万
円
で
、

内
訳
は
施
設
改
修
費
、
人
件
費
、

備
品
費
等
で
、
財
源
と
し
て
県
補

助
金
１
６
５
２
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

予 算 審 査
特別委員会

問答

問答

答 問

答問

答 問答 問

答 問

答 問答 問

答 問

小
学
校
備
品
の
管
理

村
営
住
宅
移
転
促
進

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
開
設

中
学
校
校
舎
の
管
理

水
道
事
業

おおひら議会だより （６）第184号（令和２年４月30日）



グローテック㈱建設予定地

―

　
工
事
請
負
費
の
減
額
は
ど
う

い
う
理
由
か
。

―

　
当
初
は
１
億
円
の
予
算
要
求

を
し
て
い
た
が
、
国
の
交
付
金
の

内
示
額
が
半
分
以
下
で
あ
っ
た
た

め
、
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

―

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

の
内
容
は
。

―

　
消
費
税
の
増
税
に
伴
う
国
の

施
策
で
あ
る
。

　
住
民
税
が
非
課
税
の
方
、
ま
た

は
２
０
１
６
年
４
月
２
日
か
ら
２

０
１
９
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
が
い
る
世
帯
を
対
象

に
し
た
事
業
で
あ
る
。

―

　
村
と
し
て
の
事
業
の
成
果
は
。

―

　
村
内
で
な
け
れ
ば
使
え
な
い

理
由
も
あ
り
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
購
入
者
が
少
な
か
っ
た
。

―

　
県
支
出
金
の
社
会
保
障
シ
ス

テ
ム
整
備
費
補
助
金
が
ゼ
ロ
か
ら

増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
。

―

　
歳
出
は
12
月
で
補
正
し
た
が
、

今
回
、
県
の
交
付
金
が
確
定
し
た

の
で
、
歳
入
の
補
正
を
し
た
。

―

　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定

業
務
の
内
容
は
。

―

　
令
和
２
年
度
か
ら
２
か
年
で

基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

　
２
年
度
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
３
年
度
に
男
女
共

同
参
画
計
画
を
策
定
す
る
。

―

　
参
画
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
り
、

住
民
の
意
向
を
ど
う
反
映
さ
せ
る

の
か
。

―

　
学
校
関
係
者
、
各
種
団
体
代

表
、
一
般
住
民
代
表
の
方
々
の
意

見
を
聴
き
進
め
て
い
く
。

―

　
災
害
復
旧
資
金
貸
付
基
金
の

状
況
は
。

―

　
東
日
本
大
震
災
時
の
貸
し
付

け
は
67
件
、
貸
付
金
総
額
が
１
億

５
８
７
１
万
円
で
あ
る
。

　
償
還
金
額
は
１
億
５
３
２
７
万

円
で
、
４
件
５
４
３
万
円
が
未
償

還
と
な
っ
て
い
る
。

―

　
未
償
還
は
滞
納
扱
い
に
な
る

の
か
。

―

　
最
終
償
還
時
期
を
過
ぎ
て
い

る
の
で
滞
納
と
な
る
。

―

　
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
減
額

の
理
由
は
。

―

　
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
株

式
会
社
の
年
度
内
生
産
再
開
は
難

し
い
こ
と
か
ら
、
５
年
度
目
の
支

払
い
２
７
９
５
万
１
２
０
０
円
の

減
額
を
し
た
。

　
今
年
度
立
地
が
決
定
し
た
グ
ロ

ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
初
年
度
の

奨
励
金
４
２
８
万
２
０
０
０
円
が

追
加
に
な
り
、
差
し
引
き
額
を
減

額
し
た
。

―
　
教
育
委
員
１
名
が
欠
員
と
な

っ
て
か
ら
１
年
以
上
も
経
過
し
て

い
る
が
、
教
育
委
員
会
の
運
営
に

支
障
は
な
い
の
か
。

　
い
つ
後
任
の
委
員
を
議
会
に
提

案
す
る
の
か
。

―

　
後
任
委
員
の
人
選
は
進
め
て

き
た
が
、
ま
だ
決
定
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　
欠
員
の
ま
ま
で
は
好
ま
し
く
な

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
選
任

し
て
い
き
た
い
。

補正の主なもの

予 算 額補 正 額会 計 別

特
別
会
計

水道

△2億7,469万円
△2,873万円

118万円
△355万円
△613万円
△50万円
予算の組替

一 般 会 計 48億1,768万円
4億8,751万円
2億6,179万円
6億4,578万円
3,517万円
5,404万円

2億5,276万円

国民健康保険
下 水 道
介 護 保 険
合併処理浄化槽
後 期 高 齢
収益的支出

企
業
立
地
促
進
奨
励
金

教
育
委
員
の
欠
員

災
害
貸
付
金
未
納

◎歳　入
国庫支出金 ･････････ △17,868万円
基金繰入金 ･････････ △  7,135万円
財産収入 ･･････････････ 1,811万円
村債 ･･･････････････ △  3,090万円

答 問答 問

答 問

答 問

令和元年度

補正予算
全会一致で可決

一般会計ほか６会計予算

事業確定により3億 1,200万円減額

給食センター給食センター 基金に1億円

◎各種会計補正額

◎歳　出
プレミアム商品券発行 △2,292万円
企業立地奨励金 ･･････ △2,367万円
道路改良事業 ････････ △4,135万円
公園維持管理費 ･･････ △5,538万円
農林災害復旧事業 ････ △3,795万円

（９） おおひら議会だより 第184号（令和２年４月30日）

更新されたクリエートパークの遊具

―

　
工
事
請
負
費
の
減
額
は
ど
う

い
う
理
由
か
。

―

　
当
初
は
１
億
円
の
予
算
要
求

を
し
て
い
た
が
、
国
の
交
付
金
の

内
示
額
が
半
分
以
下
で
あ
っ
た
た

め
、
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

―

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

の
内
容
は
。

―

　
消
費
税
の
増
税
に
伴
う
国
の

施
策
で
あ
る
。

　
住
民
税
が
非
課
税
の
方
、
ま
た

は
２
０
１
６
年
４
月
２
日
か
ら
２

０
１
９
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
が
い
る
世
帯
を
対
象

に
し
た
事
業
で
あ
る
。

―

　
村
と
し
て
の
事
業
の
成
果
は
。

―

　
村
内
で
な
け
れ
ば
使
え
な
い

理
由
も
あ
り
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
購
入
者
が
少
な
か
っ
た
。

―

　
県
支
出
金
の
社
会
保
障
シ
ス

テ
ム
整
備
費
補
助
金
が
ゼ
ロ
か
ら

増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
。

―

　
歳
出
は
12
月
で
補
正
し
た
が
、

今
回
、
県
の
交
付
金
が
確
定
し
た

の
で
、
歳
入
の
補
正
を
し
た
。

―

　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定

業
務
の
内
容
は
。

―

　
令
和
２
年
度
か
ら
２
か
年
で

基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

　
２
年
度
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
３
年
度
に
男
女
共

同
参
画
計
画
を
策
定
す
る
。

―

　
参
画
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
り
、

住
民
の
意
向
を
ど
う
反
映
さ
せ
る

の
か
。

―

　
学
校
関
係
者
、
各
種
団
体
代

表
、
一
般
住
民
代
表
の
方
々
の
意

見
を
聴
き
進
め
て
い
く
。

―

　
災
害
復
旧
資
金
貸
付
基
金
の

状
況
は
。

―

　
東
日
本
大
震
災
時
の
貸
し
付

け
は
67
件
、
貸
付
金
総
額
が
１
億

５
８
７
１
万
円
で
あ
る
。

　
償
還
金
額
は
１
億
５
３
２
７
万

円
で
、
４
件
５
４
３
万
円
が
未
償

還
と
な
っ
て
い
る
。

―

　
未
償
還
は
滞
納
扱
い
に
な
る

の
か
。

―

　
最
終
償
還
時
期
を
過
ぎ
て
い

る
の
で
滞
納
と
な
る
。

―

　
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
減
額

の
理
由
は
。

―

　
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
株

式
会
社
の
年
度
内
生
産
再
開
は
難

し
い
こ
と
か
ら
、
５
年
度
目
の
支

払
い
２
７
９
５
万
１
２
０
０
円
の

減
額
を
し
た
。

　
今
年
度
立
地
が
決
定
し
た
グ
ロ

ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
初
年
度
の

奨
励
金
４
２
８
万
２
０
０
０
円
が

追
加
に
な
り
、
差
し
引
き
額
を
減

額
し
た
。

―
　
教
育
委
員
１
名
が
欠
員
と
な

っ
て
か
ら
１
年
以
上
も
経
過
し
て

い
る
が
、
教
育
委
員
会
の
運
営
に

支
障
は
な
い
の
か
。

　
い
つ
後
任
の
委
員
を
議
会
に
提

案
す
る
の
か
。

―

　
後
任
委
員
の
人
選
は
進
め
て

き
た
が
、
ま
だ
決
定
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　
欠
員
の
ま
ま
で
は
好
ま
し
く
な

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
選
任

し
て
い
き
た
い
。

主

　
　な

　
　質

　
　疑

社
会
保
障
シ
ス
テ
ム

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　　策
定
業
務

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

公
園
管
理
費
の
減
額

問

問

答

答

問答問答

答 問答 問

３月定例会

一般会計予算
48億1,768万円

一般会計ほか６会計予算

事業確定により3億 1,200万円減額

給食センター給食センター 基金に1億円基金に1億円
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―
　
令
和
２
年
度
事
業
と
し
て
計

画
す
る
消
防
施
設
と
除
雪
機
を
追

加
す
る
理
由
は
。

―

　
消
防
施
設
は
第
１
分
団
に
配

備
す
る
予
定
の
軽
消
防
ポ
ン
プ
車

で
あ
り
、
ポ
ン
プ
小
屋
の
改
修
も

あ
わ
せ
て
行
う
。

　
除
雪
機
２
台
は
現
車
両
が
老
朽

化
し
て
い
る
た
め
更
新
す
る
も
の

で
、
小
・
中
学
校
周
辺
の
歩
道
除

雪
に
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

―

　
辺
地
指
定
は
大
瓜
上
、
大
森
、

駒
場
の
３
地
区
で
あ
る
が
、
辺
地

整
備
計
画
で
は
駒
場
地
区
の
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
な
い
。

　
辺
地
債
の
対
象
と
な
る
事
業
を
、

３
地
区
の
均
衡
あ
る
計
画
と
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

―

　
現
辺
地
整
備
計
画
で
は
、
大

瓜
上
と
大
森
の
事
業
し
か
計
画
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
次
期
計
画
で
は
、
３
地
区
で
対

象
と
な
る
事
業
計
画
を
策
定
し
て

い
く
。

―

　
条
例
制
定
後
、
ど
の
よ
う
に

空
き
家
調
査
を
進
め
て
い
く
の
か
。

―

　
空
き
家
の
実
態
調
査
か
ら
始

め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
助
言
・

指
導
・
勧
告
等
を
行
っ
て
い
く
。

―

　
条
例
の
周
知
徹
底
を
図
り
住

民
の
理
解
を
得
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

―

　
住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は

広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

―

　
市
街
化
に
向
け
た
宅
地
開
発

に
伴
う
基
幹
道
路
整
備
の
た
め
の

認
定
だ
が
、
宅
地
開
発
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

―

　
民
間
事
業
者
か
ら
計
画
の
説

明
が
あ
り
、
関
係
地
権
者
で
検
討

さ
れ
概
ね
計
画
に
賛
同
し
て
お
り
、

現
在
、
事
業
者
側
で
開
発
区
域
の

確
定
に
向
け
詳
細
調
整
中
と
の
こ

と
で
あ
る
。

問答 問答

路 線 名

起　　点

終　　点

路線延長

主
な
質
疑

問答問答

主
な
質
疑

問答

主
な
質
疑

海老沢地区の村道路線認定
◎海老沢線の道路改良のため、海老沢線と海老
沢持足線をつなぐ区間を新たに村道に認定する。

村道
認定

空き家等の適正管理条例

条例改正の趣旨
令和２年４月１日 施行

　本条例は、空き家等の適正な管理に関し必要
な事項を定めることにより、村民の安全と良好
な生活環境に寄与することを目的とする。　本条例は、空き家等の適正な管理に関し必要な事項を

定めることにより、村民の安全と良好な生活環境に寄与
することを目的とする。

条例
制定

辺地整備計画の変更計画
策定

海老沢２号線

約80ｍ

大衡字海老沢
（海老沢持足線との交差点）

大衡字海老沢
（海老沢線との交差点）
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―

　
住
民
の
意
見
を
ど
う
反
映
さ

せ
た
の
か
。

―

　
公
募
に
よ
る
12
名
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
、
７
名
の
レ
デ
ィ
ー

ス
委
員
会
で
意
見
を
聴
い
た
。

　
各
行
政
区
長
・
分
館
長
等
に
よ

る
審
議
会
に
諮
問
し
、
答
申
を
う

け
た
。

―

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し

て
の
意
見
は
。

―

　
意
見
箱
の
設
置
を
し
、
４
件

の
意
見
が
あ
っ
た
。

―

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率

は
。

―

　
自
由
記
載
で
回
収
率
は
28
・

８
％
で
あ
っ
た
。

―

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

医
療
施
設
な
ど
住
民
は
望
ん
で
い

る
が
。

―

　
総
合
計
画
委
員
会
や
村
長
へ

の
手
紙
で
も
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
。

　
施
政
方
針
で
も
述
べ
て
お
り
、

誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

―

　
将
来
的
展
望
は
。

―

　
金
融
機
関
や
塾
・
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
・
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
要

望
も
あ
る
。

　
大
衡
村
ツ
ア
ー
を
計
画
、
本
村

の
良
さ
を
紹
介
し
て
全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。

　
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
事
業

や
物
産
展
な
ど
へ
参
加
し
て
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
。

【 基 本 理 念 】 

３月定例会
計画
策定

問答

問答

問答問答問答

総
合
計
画
の
策
定

住
民
が
望
む
将
来
像

主 

　な

　 

質 

　疑

新しい時代につなぐ豊かな万葉の里・おおひら
第六次総合計画策定

◎人口ビジョンの将来展望（2030年まで）

新しい時代につなぐ豊かな万葉の里・おおひら
～みんなで支え　笑顔で暮らせる　まちづくり～
　本村の人口規模や地域のコミュニティを基本とし
ながら、本村を持続するために地区を越えて関わり
を持ち、本村に関わるみんなで支えあい、村の強み
を生かし、弱みを克服して、村全体でのコミュニテ
ィづくりを展開します。
　それにより、行政サービスが確実に受けられる中
で、子どもや若者世帯、高齢者、障害者等の全世
帯・多様な人々が村全体で交流することができ、こ
れからも笑顔で暮らせるまちづくりを目指します。

6,000人

5,000人

4,000人

3,000人

2,000人

1,000人

0人

100％

80％

60％

40％

20％

0％
令和12年
(2030)

1,5311,531 1,8591,859

3,2563,256

878878

1,8611,861

3,1183,118

866866

1,7971,797

3,1033,103

824824

14.6%14.6%

58.6%58.6%

26.8%26.8%

14.7%14.7%

54.3%54.3%

31.0%31.0%

14.8%14.8%

53.4%53.4%

31.8%31.8%

14.4%14.4%

54.2%54.2%

31.4%31.4%

3,3373,337

835

令和７年
(2025)

令和２年
(2020)

平成27年
(2015)

年少人口 生産年齢人口 老年人口

年少人口比率 生産年齢人口比率 老年人口比率
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一般
質問

※会議録は大衡村議会ホームページで閲覧できます。

定例会ごとに、村長や教育長な
どの執行機関に対し、事務の執行
状況や将来の方針などについて、所
信や疑問を質すこと、あるいは報
告や説明を求めることを言います。

次の定例会は

６月３日（水）
からの予定です

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

一般質問 村政を問う

質問者一覧表

６名の議員が登壇
石　川　　　敏
•公共施設・公有財産の管理について

佐　野　英　俊
•村誌編さん事務について
•台風19号による稲わらの処理について
•水道事業のみやぎ型管理運営方式について

赤　間　しづ江
•職員の人事行政について、職員が意欲を持って働け
　る環境をどうつくるか

佐々木　春　樹
•イノシシ被害の現状と対策は

小　川　ひろみ
•学校教育の充実について
•大規模太陽光発電施設の規制を

文　屋　裕　男
•大瓜木通川と大森高森水路の改修の考えはあるか

一般質問とは
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議案第 9号　村道路線の認定について

議案第 3号　 大衡村長等の損害賠償責任の一部免責に関す
る条例の制定について

議案第 6号　 大衡村空き家等の適正管理に関する条例の制
定について

議案第 7号　 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

議案第 8号　 大衡村税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議案第10号　 第六次大衡村総合計画基本構想及び基本計画
について

議案第11号　 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更
について

議案第12号　 令和元年度大衡村一般会計予算の補正につい
て

議案第13号　 令和元年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計予算の補正について

議案第14号　 令和元年度大衡村下水道事業特別会計予算の
補正について

議案第15号　 令和元年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
予算の補正について

議案第16号　 令和元年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別会
計予算の補正について

議案第17号　 令和元年度大衡村後期高齢者医療特別会計予
算の補正について

議案第18号　 令和元年度大衡村水道事業会計予算の補正に
ついて

議案第19号　 令和２年度大衡村一般会計予算を定めること
について

議案第20号　 令和２年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計予算を定めることについて

議案第21号　 令和２年度大衡村下水道事業特別会計予算を
定めることについて

議案第22号　 令和２年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
予算を定めることについて

議案第23号　 令和２年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別会
計予算を定めることについて

議案第25号　 令和２年度大衡村水道事業会計予算を定める
ことについて

議案第24号　 令和２年度大衡村後期高齢者医療特別会計予
算を定めることについて

議案第 5号　 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適
正化等を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定について

議案第 4号　 地方自治法等の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ
いて

令和２年３月定例会提出議案　23件令和２年３月定例会提出議案　23件
（条例制定4件、条例改正2件、補正7件、当初予算7件、その他3件）

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇３月定例会　採決状況表◇

議　　　　案
議決結果

(賛成:反対)

議案第３号～11号

議案第12号～18号

議案第20号～第25号

議案第19号 一般会計当初予算

可決(11:0)

可決(11:0)

可決(11:0)

可決(11:0)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

細
川

　運
一

佐
藤

　
　貢

佐
々
木
金
彌

遠
藤

　昌
一

髙
橋

　浩
之

文
屋

　裕
男

佐
々
木
春
樹

赤
間
し
づ
江

小
川
ひ
ろ
み

石
川

　
　敏

佐
野

　英
俊

小
川

　克
也
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策定された村誌編纂方針

　
編
さ
ん
対
象
１
１
９
選
択
事

業
の
調
査
収
集
が
年
度
末
に
完

了
と
の
こ
と
だ
が
、
村
誌
編
さ

ん
基
本
方
針
を
策
定
し
な
い
の

は
何
故
か
。
編
さ
ん
対
象
事
業

の
選
択
は
ど
う
進
め
た
の
か
。

　
令
和
元
年
９
月
に
編
さ
ん
方

針
を
策
定
し
、
村
の
歴
史
に
詳

し
い
数
名
の
役
場
職
員
Ｏ
Ｂ
か

ら
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
基
本
方
針
は
無
い
と
言
っ
て

き
た
が
、
策
定
し
た
な
ら
ば
公

表
す
べ
き
で
あ
り
、
編
さ
ん
対

象
事
業
の
選
択
は
各
課
と
調
整

し
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
公
表
す
る
か
庁
内
で
検
討
し
、

住
民
の
方
々
は
村
誌
編
さ
ん
を

認
識
し
て
る
と
考
え
、
時
期
尚

早
と
判
断
し
公
表
し
て
い
な
い
。

事
業
の
選
択
は
便
宜
的
に
選
択

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
既
存
の
村
誌
が
発
行
さ
れ
半

世
紀
に
な
る
令
和
11
年
度
の
村

制
施
行
１
４
０
周
年
に
合
わ
せ

た
発
行
を
目
標
と
し
、
各
課
と

協
力
し
て
進
め
る
。
　

　
楳
田
の
仮
集
積
場
へ
搬
入
保

管
し
て
い
る
稲
わ
ら
を
ど
う
処

理
す
る
の
か
。

　
災
害
等
廃
棄
物
処
理
国
庫
補

助
金
を
活
用
し
、
全
量
を
民
間

業
者
に
よ
る
焼
却
処
理
を
予
定

し
て
い
る
。

　
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
で
の
焼

却
処
理
は
、
郡
内
の
被
災
家
庭

か
ら
の
災
害
廃
棄
物
を
優
先
す

る
こ
と
に
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
原
発
事
故

に
よ
る
す
き
込
み
処
分
事
例
も

あ
る
。

　
休
耕
田
や
草
地
へ
の
す
き
込

み
協
力
を
求
め
い
く
ら
か
で
も

村
内
処
分
を
検
討
し
な
か
っ
た

の
か
。

　
堆
肥
化
、
す
き
込
み
協
力
等

の
声
も
あ
っ
た
が
、
処
理
の
効

率
性
か
ら
民
間
委
託
の
焼
却
処

分
を
予
定
し
た
。

一般質問 村政を問う

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

佐野　英俊 議員

編さん方針を策定し進めている
どう進んでいる村誌編さん事務

 

村
　長

 

議
　員

仮
集
積
５
８
０
ト
ン
の
稲
わ
ら
処
理
は

民
間
業
者
に
よ
る
焼
却
処
理
を
計
画

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

Ｑ
　
水
道
事
業
の
み
や
ぎ
型

管
理
運
営
方
式
に
つ
い
て
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
民
間
の
力
を
活
用
し
、

コ
ス
ト
縮
減
の
実
現
に
期
待

し
て
い
る
。

 

村
誌
編
纂
室
長

へ
ん
さ
ん

 

議
　員
う
る
し
だ
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維持管理に多額の経費が（万葉クリエートパーク）

　
平
成
28
年
か
ら
６
カ
所
の
公

共
施
設
を
指
定
管
理
と
し
て
委

託
し
て
い
る
が
、
業
務
内
容
に

つ
い
て
契
約
を
見
直
す
点
は
な

い
か
。

　
契
約
更
新
時
に
そ
の
都
度
業

務
内
容
の
見
直
し
を
し
て
い
る
。

　
今
後
予
定
し
て
い
る
更
新
の

際
に
、
利
用
者
の
利
便
性
や
施

設
の
利
用
状
況
を
み
て
改
善
す

べ
き
点
は
適
切
に
見
直
し
て
い

く
。

　
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
の
遊
具

は
年
次
計
画
で
修
繕
更
新
し
て

い
る
が
、
一
部
は
撤
去
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
多
目
的
運
動
広
場
は
村
外
利

用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
今
後

使
い
方
等
を
精
査
し
て
い
き
た

い
。

　
公
共
施
設
・
公
有
財
産
の
管

理
運
営
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課

で
は
な
く
、
管
財
担
当
課
に
一

元
化
し
て
、
計
画
的
な
施
設
管

理
運
営
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
全
く
そ
の
と
お
り
と
考
え
る
。

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
調
査
分

析
を
令
和
２
年
度
に
実
施
し
、

公
共
施
設
の
中
長
期
的
な
修
繕

改
修
計
画
を
策
定
し
、
施
設
の

再
配
置
や
統
廃
合
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

　
維
持
管
理
費
の
削
減
の
面
か

ら
、
大
衡
城
青
少
年
交
流
館
は

利
用
申
し
込
み
に
応
じ
て
の
開

館
や
、
美
術
館
は
年
中
開
館
で

は
な
く
、
定
期
閉
館
日
を
設
け

る
な
ど
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
教
育
文
化
施
設
は
、
利
用
者

が
多
い
少
な
い
だ
け
で
判
断
で

き
な
い
が
、
令
和
４
年
度
の
契

約
更
新
時
期
ま
で
に
は
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
万
葉
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
や

多
目
的
運
動
広
場
は
維
持
管
理

に
多
額
の
経
費
が
か
か
っ
て
い

る
。

　
村
内
の
利
用
者
は
少
な
い
状

況
で
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
役

立
っ
て
い
る
の
か
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

教
育
長

 

議
　員

 

村
　長

石川　　敏 議員

中長期的な改修計画を策定する
適切な公共施設の維持管理を

 

村
　長

 

村
　長
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イノシシ捕獲用箱わな（大瓜下地区）

　
現
在
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
状
況

は
。

　
既
に
昨
年
の
倍
以
上
の
捕
獲

頭
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
個
体
数
の
増
加
と
、

村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
皆

さ
ん
の
捕
獲
技
術
向
上
に
よ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
被
害
を
食
い
と
め
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
個
人

や
地
区
の
理
解
や
協
力
を
得
て
、

全
村
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
９
月
議
会
で
は
、
実
施
隊
の

皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
持
っ
て

こ
れ
か
ら
臨
む
と
の
答
弁
だ
っ

た
が
、
体
制
づ
く
り
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

　
話
し
合
い
は
実
施
し
て
お
ら

ず
、
隊
長
は
じ
め
実
施
隊
員
の

方
々
の
来
庁
時
や
捕
獲
現
場
の

立
ち
会
い
の
際
に
お
話
を
伺
っ

て
い
る
。
ま
た
、
２
月
26
日
に
、

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
専
門
家
の

講
演
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
。

　
捕
獲
だ
け
に
頼
っ
て
も
被
害

は
減
ら
な
い
、
地
域
で
イ
ノ
シ

シ
の
生
態
な
ど
、
基
本
的
な
知

識
を
習
得
し
、
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
実
施
隊
と
の
情
報
交
換
や
地

域
の
理
解
や
ご
協
力
を
得
る
た

め
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
研
修
会

も
計
画
す
る
。

　
長
野
県
塩
尻
市
の
実
例
を
調

査
す
る
と
答
弁
を
し
た
が
そ
の

結
果
は
。

　
産
業
振
興
課
に
お
い
て
検
証

検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
整
備

費
用
や
維
持
に
係
る
経
費
、
整

備
期
間
を
考
え
る
と
難
し
い
。

　
「
止
め
さ
し
」
の
で
き
る
後

継
者
の
育
成
を
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　
広
報
紙
や
農
業
関
係
支
援
制

度
の
お
知
ら
せ
を
通
じ
て
、
周

知
・
募
集
や
狩
猟
免
許
や
鉄
砲

所
持
許
可
の
取
得
、
そ
の
更
新

経
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
止
め
さ
し
」
が
で
き
る
人

材
を
養
成
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
被
害
の
多
い
行
政
区
を
中
心

に
、
区
長
な
ど
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
適
任
者
の
発
掘
を
行
っ

て
い
く
。

一般質問 村政を問う

佐々木春樹 議員

村挙げて取り組んでいく
イノシシ被害の現状と対策は

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 
議
　員

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

※

止
め
さ
し

　
く
く
り
わ
な
や
囲
い
わ
な
で
捕

獲
さ
れ
た
野
生
動
物
の「
と
ど
め
」

を
刺
す
こ
と
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職員が意欲を持って働ける環境を

　
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

87
名
の
職
員
が
意
欲
を
持
っ
て

働
け
る
環
境
を
ど
う
つ
く
る
か
。

　
職
員
の
人
事
異
動
に
お
け
る

基
本
的
な
方
針
は
何
か
。

　
勤
続
年
数
を
参
考
に
、
基
本

的
に
、
若
い
職
員
は
経
験
を
積

ま
せ
る
た
め
、
２
年
か
ら
３
年

で
の
異
動
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　
同
一
課
内
の
長
期
在
職
、
ま

た
は
極
端
に
短
期
間
で
異
動
す

る
職
員
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

ど
の
様
な
考
え
方
に
基
づ
く
も

の
か
。

　
限
ら
れ
た
職
員
数
の
た
め
人

事
配
置
上
、
短
期
間
に
な
っ
た

り
、
長
期
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
場
合
も
あ
る
。

　
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
に

よ
り
、
27
年
度
か
ら
全
職
員
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
か
ら
見
え
て
く
る
課

題
は
何
か
。

　
働
く
人
の
心
理
的
負
担
の
程

度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
で

あ
り
、
自
身
の
精
神
的
ス
ト
レ

ス
や
心
の
病
な
ど
の
不
調
を
未

然
に
予
防
で
き
る
。

　
高
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
い
る

職
員
は
14
名
い
る
が
、
安
心
し

て
相
談
で
き
る
よ
う
、
風
通
し

の
良
い
職
場
環
境
を
整
え
る
事

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
職
員
の
健
康
、
人
間
関
係
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
関
す
る
相

談
窓
口
体
制
は
。

　
中
間
管
理
職
の
中
か
ら
、
男

女
各
３
名
に
相
談
員
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　
職
員
に
周
知
を
図
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
に
相
談
を
受
け

た
ケ
ー
ス
は
な
い
。

　
職
員
の
資
質
向
上
と
人
材
育

成
の
た
め
、
接
遇
か
ら
専
門
研

修
ま
で
研
修
計
画
の
考
え
は
。

　
民
間
の
事
業
所
派
遣
研
修
を

は
じ
め
、
市
町
村
職
員
研
修
所

で
の
階
層
別
研
修
、
法
令
な
ど

の
専
門
研
修
を
受
講
さ
せ
て
い

る
。

　
全
職
員
対
象
の
セ
ク
ハ
ラ
防

止
、
働
き
方
改
革
な
ど
独
自
の

研
修
も
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
２
か
月
間
の
中
堅
職

員
研
修
へ
派
遣
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

村
　長

赤間しづ江 議員

風通しの良い職場環境をつくる
職員の人事行政を問う
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冠水した木通川周辺の水田（大瓜下地区）

越水により被害を受けた村道（大森地区）

　
大
瓜
下
の
木
通
川
は
、
上
流

は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る

が
、
下
流
は
昔
の
ま
ま
の
細
い

水
路
に
な
っ
て
い
る
。

　
関
東
・
東
北
豪
雨
や
台
風
19

号
の
大
雨
で
同
じ
と
こ
ろ
が
被

害
を
受
け
て
い
る
。
整
備
改
修

の
考
え
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
財
源
と
し
て
防
衛
予

算
は
利
用
で
き
な
い
か
。

　
木
通
川
の
下
流
は
蛇
行
し
て

お
り
、
被
害
を
受
け
や
す
い
。

改
修
も
検
討
し
た
が
、
圃
場
整

備
と
合
せ
る
必
要
性
や
財
源
の

裏
づ
け
も
あ
り
実
現
に
至
っ
て

い
な
い
。
当
面
は
災
害
復
旧
費

補
助
金
で
対
応
し
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
検
証
し
、

防
衛
予
算
の
利
用
も
検
討
し
て

い
く
。

　
大
森
の
高
森
水
路
は
、
東
北

自
動
車
道
や
周
辺
か
ら
の
雨
水

が
水
田
に
流
れ
、
村
道
を
も
超

え
て
い
る
。

　
水
路
整
備
は
20
年
前
か
ら
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
整
備

さ
れ
な
い
の
か
。

　
豪
雨
時
に
水
路
を
越
水
し
て

農
地
が
冠
水
す
る
こ
と
は
、
村

も
把
握
し
て
い
る
。

　
平
成
26
年
に
は
地
元
水
利
組

合
か
ら
要
望
書
も
提
出
さ
れ
た

が
、
財
源
の
関
係
も
あ
り
着
手

し
て
い
な
い
。

　
台
風
19
号
に
よ
る
雨
量
は
３

０
９
ミ
リ
に
達
し
、
既
設
の
太

い
排
水
管
で
さ
え
の
み
切
れ
な

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
状

況
が
続
く
の
か
。

　
平
成
26
年
の
要
望
か
ら
５
年

以
上
に
も
な
る
の
で
、
現
地
を

踏
査
し
状
況
を
把
握
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
も

考
慮
し
、
事
業
実
施
時
期
は
未

定
だ
が
辺
地
債
事
業
や
防
衛
９

条
事
業
で
の
実
施
を
検
討
す
る

な
ど
、
最
重
点
的
に
考
え
て
い

く
。
　

一般質問 村政を問う

文屋　裕男 議員

辺地債事業や防衛９条事業で検討する

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 
議
　員

 

村
　長

木通川と高森水路の改修の考えはあるか
きどおり　　　　たかもり

第184号（令和２年４月30日）（19） おおひら議会だより

心のケアハウス スタッフの皆さん

　
学
力
の
低
下
・
不
登
校
な
ど

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
状

況
の
中
で
第
六
次
総
合
計
画
が

示
さ
れ
た
。
一
村
一
校
の
良
さ
、

課
題
は
。

　
県
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
の
、

９
年
間
に
お
け
る
子
ど
も
に
力

を
つ
け
る
教
育
の
取
り
組
み
の

成
果
と
課
題
、
今
後
の
考
え
方

は
。

　
行
事
な
ど
、
様
々
な
面
で
調

整
や
連
携
が
し
や
す
い
環
境
に

あ
る
が
、
学
習
面
で
は
競
争
心

に
欠
け
る
。
学
校
と
教
育
委
員

会
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
と
親
、

学
校
が
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
尚
絅
学
院
大
学
と
の
連
携
も

含
め
、
小
中
そ
れ
ぞ
れ
の
良

さ
・
指
導
の
違
い
を
理
解
し
た

う
え
で
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
進
め

て
い
く
。

　
山
林
な
ど
破
壊
す
る
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
建
設
に
対
し
て
法
規
制

が
な
い
。
危
機
感
を
も
ち
、
村

と
し
て
条
例
制
定
を
早
急
に
す

べ
き
で
は
。

　
先
進
事
例
の
条
例
の
効
果
や

ど
こ
ま
で
規
制
が
可
能
か
な
ど
、

今
後
も
検
証
を
し
情
報
収
集
を

行
う
。

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
廃
棄
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
向
け
た
計
画
的
な
対

応
と
、
事
業
着
手
前
の
事
前
協

議
や
住
民
説
明
会
の
義
務
化
も

必
要
で
は
な
い
か
。

　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

事
業
計
画
書
の
提
出
を
義
務
づ

け
て
い
る
。
令
和
２
年
４
月
１

日
の
改
正
で
は
、
住
民
説
明
会

も
義
務
化
さ
れ
る
。

　
不
登
校
対
策
に
、
心
の
ケ
ア

ハ
ウ
ス
の
設
置
を
考
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、
内
容
は
。

　
旧
幼
稚
園
舎
を
改
修
し
、
10

月
の
開
設
を
目
指
す
。
支
援
担

当
の
職
務
は
中
心
と
な
る
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
、
窓
口
機
能
を

果
た
す
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

学
習
支
援
等
を
担
う
サ
ポ
ー
タ

ー
で
あ
る
。

　
整
備
完
了
ま
で
は
、
役
場
内

に
本
部
を
置
く
。

　
給
付
型
奨
学
金
の
制
度
を
創

設
し
て
は
。

　
大
衡
村
出
身
者
が
大
学
卒
業

後
、
村
内
で
就
職
す
る
こ
と
で

奨
学
金
の
無
返
還
・
一
部
免
除

を
行
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

一般質問村政を問う
 

議
　員

 

教
育
長

 

議
　員

 

議
　員

 

教
育
長

 

教
育
次
長

 

議
　員

 

議
　員

 

都
市
建
設
課
長

 

村
　長

小川ひろみ 議員

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
の
規
制
を

情
報
収
集
を
行
い
検
討
す
る

サポート事業や心のケアハウスを設置する
学校教育の充実について
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タブレット導入説明会

大衡村男女共同参画推進の会

相手方からの下記の意見が示され意見交換を実施

初めての出前懇談会であったが、参加委員は相手の意見・要望について内容を把握した上での参加だったこ
とから、有意義な意見交換が出来た。
令和２年度に男女共同参画プラン策定業務が予算化された。

①男女共同参画社会基本法に基づき、社会のあらゆる
分野において男女共同参画の形成促進に関する施策の推進を図っていくことが重要である。
②地方公共団体は、区域の特製に応じた施策を策定し、実施する責務を有している。
③村は、男女共同参画基本計画及び宮城県男女共同参画計画を勘案し、村の区域における男女共同参画の形成
促進に関する施策について、基本的な計画を定めるよう努めなければならない。

　議会活性化特別委員会の中にタブレット導入検討小委員会を立ち上げ調査を実施している。
　今後、タブレットの早期導入に向けて、議会及び執行部の理解を求め協議していきたい。

委員会 Reportレポート

大衡村男女共同参画推進の会との
出前懇談会 広報広聴広報広聴
調査年月日：令和元年12月19日

◎調査を終えての所感・意見

◎意見交換の内容

◎懇談相手方

議会活性化議会活性化

◎中間報告

◎タブレット導入検討小委員会の開催状況

㈱ドコモＣＳ東北の社員が小委員会
に参加し情報提供

正副委員長の選出、今後の活動方針
の協議

開催日

R1.11.26

R2. 1 .10

R2. 1 .28

内　　　　容

導入及び運用における経費確認
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※クラック：壁、天井などにできる割れ目、裂け目

第1回臨時会

大衡村大衡字河原地内
株式会社北陵建設
変更前：６９，７４０，０００円
変更後：６９，９５１，２００円
変更前：令和元年9月17日～令和2年1月31日
変更後：令和元年9月17日～令和2年2月28日

請負契約の変更請負契約の変更

損害賠償の額を定め和解損害賠償の額を定め和解

専決処分の承認専決処分の承認

万葉クリエートパークに設置してあるローラーすべり台を滑走した際、尾骨部分に傷害を負った事故
（H27.10.27）について村として損害を賠償し和解。

損害賠償額：1,326,610円
本件にかかる損害賠償金及び弁護士費用、調査費用については、全額保険で対応。

工事場所
請負業者

請負金額

工事期間

変更理由
　既存瓦撤去後の調査により、一部クラックが確認されたことからポリマーセメント
系の防水工事を追加。また、当初設計の枠組み足場からくさび足場へ変更することと
した。

令和元年度河原住宅３号棟改修工事

概要

賠償額

台風19号の災害に係る農業用施設小災害復旧支援事業補助金として、20,000,000円を補正追加（専決
日：R1.12.23）

河原住宅３号棟
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（令和元年12月末時点での延べ数）

※欠席日数+別室登校+（遅刻日数+早退日数）÷2が30日以上

　いじめ・不登校については、早期発見と早期対応
を心掛けるとともに、学校・家庭・地域が密接に連
携を図っていく必要がある。

　建物の高さが当初設計よりも高くなったために、
周囲の敷地との高低差が生じている。改善する必要
がある。

　イノシシによる被害は年々増大しており、村内全
域に拡大している。効果的な対策を迅速かつ継続的
に講ずる必要がある。

災害復旧対策事業

R委員会
調査年月日：令和２年２月６・7日

産業教育

7件
8件
15件

289.8㎥
1049.2㎥

1,440,000円
5,246,000円
6,695,000円

個人搬入
村への申請による搬入

計

件数 搬入量 交付金

衡中北集会所新築工事

イノシシ対策の現状

小・中学校のいじめ、不登校

88人
123人
24人
50人

196日
965日
57頭
131日

3,074,000円

人数 活動数 活動手当活動内容
わな設置・撤去
わな見回り
止めさし
処理ほか

8件
4人
5人

2件
4人
2人

欠席日数30日以上
※下記参照

小学校 中学校 備　　考
いじめ認知件数
不登校
不登校相当

大瓜上、大瓜下、駒場、松原
大森、衡中、衡中北、衡中東

捕獲頭数

捕獲された地区

80頭（交通事故を含む）

◎台風19号による稲わら収集・運搬状況

◎有害鳥獣被害対策実施隊活動状況

◎令和元年度イノシシ捕獲状況（R2.2.4現在）

◎いじめ・不登校の現状（R1.12末現在）
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●空き家バンクの概要
　空き家を貸したい・売りたい所有者と、
借りたい・買いたい希望者を登録し、村は
双方に情報を提供する。
　現在登録者がゼロなので、制度を周知し
ていく必要がある。

　大衡村の公共交通について、更なる利便性の向上を図るため、公共交通全
体の見直しを検討しており、公共交通に対する住民の皆様のご意見を伺うべ
く、村内全世帯を対象にアンケートを実施。

空き家対策

新公共交通システム

調査年月日：令和２年２月10日

Reportレポート委員会 総務民生

1,855

574

30.9%

配布数

回答数

回答率

バスを利用する目的は
主にどのようなものですか
（複数回答）

公共交通を利用してどちらへ
お出かけすることが多いですか
（複数回答）

病院
31%

大和町
59%

泉中央
（乗り継ぎ）
11%

富谷市
（乗り継ぎ）
7%

大崎市　5%

買い物
30%

金融機関・郵便局
17%

役場などへの用務
14%

娯楽・レジャー
6%

その他　10%
習い事・趣味　2%

◎大衡村空き家バンク（R２.1.10開設）

◎アンケート集計結果（アンケート設問の全７問中２問を抜粋）

◎公共交通に関するアンケートを実施

村内
8%

おおひら議会だより （22）第184号（令和２年４月30日）
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村
を
愛
し
衡
下
を
愛
す
る
地
区

の
先
輩
た
ち
が
、
昭
和
37
年
に
水

田
一
反
歩
余
り
を
借
り
て
作
っ
た

米
の
販
売
代
金
で
旅
行
し
、
鉤
の

吊
る
さ
れ
た
炉
端
を
囲
み
、
裸
電

球
を
明
か
り
に
闇
夜
汁
や
豚
の
贓

物
を
焼
き
夜
遅
く
ま
で
酒
を
酌
み

交
わ
し
、
後
継
者
の
語
ら
い
の
場

と
し
て
誕
生
さ
せ
た
「
愛
衡
会
」

が
、
現
在
も
会
員
30
人
に
よ
り
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
衡
下
の
夏
祭
り
と
言
え
ば
、
花

火
の
本
場
で
あ
る
大
曲
の
花
火
師

に
よ
る
打
ち
上
げ
花
火
が
毎
年
恒

例
の
祭
り
で
す
。
三
百
人
余
り
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い
る

夏
祭
り
の
裏
方
役
を
愛
衡
会
が
担

当
し
、
５
ｍ
四
方
の
大
舞
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を
組

み
、
夜
店
を
設
営
し
、
民
謡
桃
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会
の
唄
声
に
よ
る
盆
踊
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は
、
と

て
も
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情
が
あ
り
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
郷
土
愛
、
仲
間

づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
区

の
原
動
力
と
し
て
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

輝 く村びと

新
年
度
予
算
も
決
ま
り
、

新
た
な
事
業
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
る
中
、
広
報
分
科

会
と
し
て
、
住
民
の
皆
様
に

事
業
の
内
容
を
わ
か
り
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
受
け
、
私
た
ち

の
生
活
が
一
変
し
て
お
り
、

早
い
終
息
を
願
う
も
の
で
す
。
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一

活
動
の
継
続
は
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な
り

会
長
　田
中
　宏
幸
　さ
ん

た
　な
か
　
　ひ
ろ
ゆ
き

愛 衡 会
あい　こう　かい

“祭りを支えています”

おおひら

議会だより

議会事務局の紹介
４月１日付、人事異動があり
新体制となりました。

や
み
　

よ
　

じ
る

ぞ
う

と
う
り
ゅ
う

も
つ

か
ぎ

か
い

新型コロナ対策を

　とりながら編集作業
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